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２．利用状況

※H17、H22～H25年度は、指定管理者制度未導入。

３．管理経費等

※施設建設等に係る市債償還などの経費は、支出に含んでいません。

施設の管理運営
に係る実質経費
（市の負担）※

<単位:千円>

15,343

H22

-

火葬件数（大人＋小人） 1,230

第二式場（件数）

第一式場（件数）

201

指定管理者委託料

1,243

事務費

18,255

2

11 12

実績（通期）

2

＜収入の部＞

火葬施設使用料金

15,256

47,733

49,788

18,429

49,300

61,532

H25

51,869

19,622

H26

36,613 30,166 43,103

-

＜収支差＞

事務費

42,741

24,062

＜支出の部＞

合計

18,429

人件費

21,875

1,147

市への納付額

H17※

66,162

174葬儀施設使用料金

113

平成26年度（通期）
指定管理施設管理運営状況報告書

施設担当課：

4

1

1,286

施設名

施設の設置目的

伊丹市営斎場

葬儀施設使用料金

19,376 火葬施設使用料金

葬儀施設の貸与及び火葬業務

～
選定方法（公募・非公募）

及び指定期間

87

平成

24,063

1,665

26

H23※

4

＜収入の部＞

47,733

H26
(通期)

伊丹市総合計画
（第５次）に

おける関連施策

平成26年度
指定管理者の

収支状況

<単位:千円>

市の収入

15,207

収入合計－支出合計

合計

市への納付額

合計

維持管理費＋その他

68,877

管理運営上の
目標

（管理運営を行う
上での指定管理者
の具体的目標）

60,094

利用
状況
等の
推移

H22※

26,216

-

19,577

18,429

649

維持管理費＋その他

57,948

収入合計－支出合計

65,513

15,256

H24

19,622

H23

15,207

(内、使用料収入)

市の支出

(内、指定管理委託料)

41,559

14,539

-

14,539 15,343

0

＜収支差＞

-

74,633

H21

実質経費（歳出－歳入）

68,877

23,572

平成

人件費

指定管理者委託料

＜支出の部＞

合計

計画（通期）

H24※

今年度の実績値

1,314

16

1,395

環境が大切にされ暮らしやすさと調和したまち
環境適合型社会の実現

1,454689

％指標名

指標の意味

今年度の目標値

年間最大火葬件数に対する年間火葬実績件数

H25※

生活環境環境政策市民自治

生活環境の保全と創造

（団体の住所又は所在地）

株式会社　五輪

富山県富山市奥田新町１２－３

政策目標：

施策目標：

主要施策：

指定管理者
の名称

8

80

H26
(上期)

公募

16

（単位：火葬需要充足率



４．業務評価

☆利用者満足度調査(アンケート)結果と対応

５．改善指摘事項等

Ａ

Ｂ

評価項目

Ａ

Ａ

個人情報保
護・情報公開
への取り組み

運
営
等
に
関
す
る
項
目

緊急時に備えた研修
を実施しマニュアル
の共有化。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

指定管理者自己評価 施設担当課評価

効果的・効率的な職
員配置、人材育成、
有資格者の配置を
行っている。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

施設内が常に清潔に
保たれている。備品
についても台帳を整
備し、斎場という特
殊な業務を厳粛・適
格に実施している。

評価 担当課所見

Ａ

Ｂ

委託業者の業務水準
が下がらないように
仕様書に準じた業務
の遂行実施。

無し

職員研修は、計画どおり実施しているか。

事業等の実施
状況

収支の状況

ホームページの作成や広報紙等を活用した情報
提供を積極的に行っているか。

指定管理者として実施すべき事業は、計画どお
り実施しているか。

今年度より初めて指定管理者制度を導入したが、トラブルや遺族からの苦情もなく、施設運営向上に
努める指定管理者の努力が現れているものと評価する。

総合評価

経理処理は、適切に行っているか。

Ａ

3

指摘事項に対してとられた措置

Ｂ

収支計画に基づき、適正に運営しているか。

Ａ

市からの指摘事項

施設所管課総評

回答者数

Ｂ

市と協議し、適正に
収支管理を行ってい
る。

・職員の受付等、接遇はどうですか。
　　→　「満足」33％　「普通」67％

Ｂ

サービス向上
への取組状況
等

施設の設置目的を達成するための効果的な事業
展開がなされているか。

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ Ａ
個人情報を格納した
USBメモリの管理徹
底

評価結果

Ａ

Ａ

Ａ

職員能力向上を目的
とした都度の技術研
修（業務研修含む）
を実施した。
5/16第1回実施

Ｂ

Ａ

Ｂ

緊急時に備え積極的な
取り組みを行ってい
る。

Ｂ

評価特記事項

Ａ

無し

Ａ

事業計画通り実施し
ている。

遺族へのアンケート
の実施（４月中）
対応マニュアルを作
成し、共有した。

Ｂ

死亡者の個人情報を
取り扱うため、適切
な情報管理を行って
いる。

Ｂ

Ａ

各種申請書類等は、適切に保管しているか。

利用者情報などの電子データの取扱は、適切に
行っているか。

計画に準じた経理処
理を適正に処理して
いる。

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

避難訓練を実施しているか。

Ｂ

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切に
実施しているか。管

理
体
制
等
に
関
す
る
事
項

維持管理業務
の実施状況

職員配置など
の実施体制

防犯・防災対
策への取組状
況

緊急時の連絡体制は整っているか。

（具体的内容）

館長等、必要な職員の配置をおこなっている
か。

館内の清掃を定期的に実施し、常に清潔に保た
れているか。

防火管理者等、管理にあたって必要な資格を
持った職員を適正に配置しているか。

環境に配慮した施設運営に取り組んでいるか。

修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実施
しているか。

備品等は、台帳を整備し適切に管理している
か。

　「評価」欄の記号の意味
　　　「Ａ」＝協定書・仕様書等の水準を上回っている。　　　　　　　　　「Ｂ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしている。
　　　「Ｃ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしておらず改善を要する。　　「－」＝当該項目での評価対象外。

　「総合評価」欄の記号の意味
　　「ＡＡ」＝非常に良好である又は非常に成果があった。　　　　　　　「Ａ」＝良好である又は成果があった。
　　　「Ｂ」＝取組状況の水準が普通である。　　　　　　　　　　　　　「Ｃ」＝改善すべき点が見受けられ、改善を要する。

・今回のご利用での総合評価はどうですか。
　　→　「満足」33％　「普通」67％
【自由意見】
　おおむね満足

・引き続き、満足していただける方を増やす施設管理
を行う。

実施の有無 主な回答 主な対応

有り

【実施期間】平成26年4月1日　　～　平成26年4月30日

・満足していただける方を増やす接遇態度を目指す。

・職員の身だしなみはどうですか。
　　→　「満足」33％　「普通」67％

・職員へ注意喚起を行うとともに、清潔感等に配慮す
るよう取組んでいきたい。

特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を制
限している事例はないか。

サービス向上や利用者増へ向けた取り組みを
行っているか。

苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応して
いるか。

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確立
しているか。

説明責任を果たし、
丁寧な対応に努めて
いる。

Ｂ

収骨時に苦情・トラ
ブルが多かったが、
苦情もなく、適切・
迅速に業務を行って
いる。


